
高浜発電所４ 号機の原子炉自動停止について 

（ 「 Ｐ Ｒ 中性子束急減ト リ ッ プ」 警報発信に係る調査状況）  

 

                      ２ ０ ２ ３ 年２ 月１ ５ 日 

関西電力株式会社 

 

 高浜発電所４ 号機（ 加圧水型軽水炉） は、 定格熱出力一定運転中、 １ 月

３ ０ 日１ ５ 時２ １ 分、「 Ｐ Ｒ 中性子束急減ト リ ッ プ ※１ 」 の警報が発信し 、

原子炉が自動停止し まし た。  

原因については、 現在、 調査中です。  

なお、 環境への放射能の影響はあり ません。  
 
※１  運転中の中性子を測定する検出器が４ つ設置さ れている。中性子検出に異常があ

っ た場合、 警報が発信する。  

 

 （ ２ ０ ２ ３ 年１ 月３ ０ 日お知ら せ済み）  

 

原子炉自動停止後、 プラ ント は冷温停止状態に移行し 安定し た状態に

あり ます。  

「 Ｐ Ｒ 中性子束急減ト リ ッ プ」 の警報が発信する可能性がある要因と

し て、 制御棒の挿入、 炉心状態の急変も し く は中性子検出器の不具合な

どが考えら れる ため、 事象発生前後のプラ ント パラ メ ータ の調査や中性

子検出器、 制御棒駆動装置の点検等を実施し まし た。  

こ れら の調査状況は以下のと おり です。  

    

１ ． こ れまでの調査結果 

（ １ ） プラ ント パラ メ ータ 等の確認結果 

２ ０ ２ ２ 年１ ２ 月１ 日に第２ ４ 回定期検査を 終了し 、 １ 月３ ０ 日

に原子炉が自動停止するまで定格熱出力一定運転を 継続し ていまし

た。 こ の間の１ 次冷却材系統の温度、 圧力などプラ ント パラ メ ータ

の履歴等を確認し た結果、 異常はあり ませんでし た。  

また、 警報発信の要因と し て、 １ 次冷却材系統のほう 素濃度の過

度の濃縮や、 給水または主蒸気流量の異常急減などが考えら れる こ

と から 、 それら のパラ メ ータ の履歴等を 確認し た結果、 異常はあり

ませんでし た。  

その他、 運転員およ び保修課員に聞き 取り を 行っ た結果、 警報発

信前に関連する運転操作等は行っ ていないこ と を確認し まし た。  



（ ２ ） 中性子検出器等の点検結果 
中性子検出器４ つのう ち 、 ２ つ以上の検出器の中性子束指示が低

下すると 警報が発信し ます。 警報発信の要因と し て、 中性子検出器
の不具合も 考えら れるため、 ４ つの中性子検出器を 点検し た結果、

異常はあり ませんでし た。  

また、 警報発信時の指示値を 確認し た結果、 制御棒が実際に挿入
さ れたこ と により 、 ４ つのう ち ２ つの中性子検出器の指示値が大き
く 低下し 、 警報発信に至っ た可能性があるこ と を確認し まし た。  

その他、 誤信号の検出の有無について確認する ため、 原子炉安全
保護盤※２ 、 原子炉保護系計器ラ ッ ク ※２ を 点検し た結果、 異常はあり
ませんでし た。  

 
※２  原子炉ト リ ッ プ信号によっ て、 原子炉の自動停止を行う 設備 

 

（ ３ ） 制御棒駆動装置の点検作業実績等 
 

（ 制御棒駆動部の健全性確認）  
制御棒（ ４ ８ 本） は、 上部で制御棒駆動軸と 連結さ れており 、 こ の

駆動軸を 動作さ せる ために可動用と 保持用のラ ッ チ（ 爪） があり ま

す。ラ ッ チには、コ イ ルが取り 付けら れており 、こ のコ イ ルに通電す
るこ と でラ ッ チが駆動軸をつかむ状態と なり ます。  

定期検査では、 制御棒駆動装置の動作性やラ ッ チ部の健全性に異

常がないこ と を 確認すると と も に、 毎月１ 回、 制御棒作動試験を 実
施し ています。 至近では１ 月１ ７ 日に作動試験を 行い、 異常がない
こ と を確認し ています。また、原子炉自動停止後、調査の過程で制御

棒の引き 抜き 、 挿入操作を 行いまし たが、 動作性に異常はあり ませ

んでし た。  
 

（ 制御棒駆動装置の点検作業等の実績）  
「 Ｐ Ｒ 中性子束急減ト リ ッ プ」 警報が発信する 前の１ 月２ ５ 日、

２ ９ 日に「 Ｃ Ｒ Ｄ Ｍ重故障」 の警報※３ が発信し たため、 制御棒駆動

装置を 点検し ていまし た。 点検の結果、 コ イ ルに供給する電流値に
異常はあり ませんでし た。  

１ 月３ ０ 日０ 時１ ２ 分に再度、「 Ｃ Ｒ Ｄ Ｍ重故障」 警報が発信し た

ため、コ イ ルの電流値を測定し たと こ ろ ､１ 本の制御棒の可動用ラ ッ
チのコ イ ルに供給する電流値が通常より も 低いこ と を 確認し まし た。 

こ のため、制御棒駆動装置の制御盤内の詳細点検を 行う こ と と し 、

異常を 確認し た１ 本を含む４ 本の制御棒※４ について、 保持用ラ ッ チ
のコ イ ルの通電を 継続し 、 制御棒を 保持し た状態で、 同日１ ５ 時  
１ ８ 分に、可動用ラ ッ チのコ イ ルの主電源を切り 、１ ５ 時２ １ 分に、

制御電源を切り まし た。  



その後、「 Ｐ Ｒ 中性子束急減ト リ ッ プ」 警報が発信し 、 原子炉が自
動停止し まし た。  

 
※３  Ｃ Ｒ Ｄ Ｍ（ 制御棒駆動装置） 重故障警報は制御棒を電磁力で保持し ている保 

持用コ イ ルおよび可動用コ イ ルのう ち、 いずれかまたは両方で電流の異常 
（ 低下） を検知するなど、 駆動装置の不調を検知し た場合に発信する 

※４  電流制御装置により 、 制御棒は４ 本単位で制御し ている 

 

こ れら のこ と から 、 保持用ラ ッ チのコ イ ルへの通電により 、 制御棒
は、 原子炉上部で保持さ れていたにも 関わら ず原子炉内に挿入さ れた
可能性が高いと 考えています。   

こ のため、 「 Ｐ Ｒ 中性子束急減ト リ ッ プ」 警報発信の要因は、 制御
棒の挿入が原因と 考えら れるため、 制御棒駆動装置の詳細点検を 行う

こ と と し まし た。  

 
２ ． 現在の調査状況 

制御棒駆動装置について、 「 Ｐ Ｒ 中性子束急減ト リ ッ プ」 警報発信

前に実施し ていた操作の再現性確認試験を実施し た結果、 制御棒の挿
入等の異常はあり ませんでし た。  

その後の調査の中で、 警報発信前に電流値の低下が認めら れた制御

棒駆動装置の制御盤の一部の電源を 「 切」 状態から 「 入」 に切り 替え
たと こ ろ 、 本来作動すべき 制御棒と は別の２ 本（ 作動すべき 制御棒と
同じ 制御盤から 通電さ れ、 電源「 入」 の状態） が部分挿入し 、 その後

の追加試験でも 再発し まし た。  
こ れら の状況を踏まえ、 当該制御盤を 通電し た状態での各部（ 制御

回路や各ケーブル） の電流値の連続測定（ モニタ リ ング） 等を行い、

データ の解析等を実施し ています。  

また、 制御棒駆動装置制御盤の構成部品については、 ２ 月１ １ 日か
ら 工場（ メ ーカ ） にて調査を 行っ ています。  

なお、 制御棒駆動装置以外の関連設備の調査と し て、 モータ 、 発電
機、 原子炉ト リ ッ プし ゃ 断器、 分電盤を 点検し た結果、 異常はあり ま
せんでし た。  

 
３ ． 今後の予定 

引き 続き 、 制御棒駆動装置制御盤の構成部品を 工場で調査すると と

も に、 制御棒駆動装置等の詳細点検を 行っ ていく 予定です。  
 

以 上 
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現在の調査状況

今後の予定

引き続き、制御棒駆動装置制御盤の構成部品を工場で調査するとともに、制御棒駆動装置等の詳細調査を行っ
ていく予定です。

・制御棒駆動装置制御盤を通電した状態での各部（制御回路や各ケーブル）の電流値の連続測定（モニタリング）
等を行い、データの解析等を実施しています。
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した結果、 異常はありませんでした。
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制御棒駆動装置

【制御棒駆動装置の寸法】
高さ：約６．６ｍ
直径：約１０ｃｍ～約２７ｃｍ
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